
2020年度第 5回こむ１会運営委員会 会議録 

日時場所： 2021年 1月 10日(日曜)・13 時 30分～16時 00分・３階フリールーム 

委員： A班：東(自然保護協)・篠原(家族会)・大西(手話さわやか) ・植木(一致バラばら) ・門内（うらら） 

B班：榎本(個人) ・中下(エリアナウス) ・田中（おもちゃの診療所）・下田(ゆめふうせん) ・眞下（つながりづくり） 

C班：三島(個人)・ 出口(テープライブラリ)・中小路(個人) ・高原(情報ボラネット) ・角田（絵芝居） 

D班：原(ランチボックス)・油井（個人）・太田(おあや座)・岡田(専心会) ・佐々木(づくり流域連) 

E班：村中(個人) ・加藤(６地区民児協)・横山(てぃんがーら)・松崎(歌楽多笑一座) ・山本（武庫川流域圏） 

参加出席： 岡本(財団コム)・沼田(ボラセン)・関戸(３地区民児協)・平山(個人)・稲田(個人)・金子(個人) 

記録作成： 村中・東 

————————————————————————————————————————————————————————————————————————————————————— 

1. 司会・議事録担当者(2名)・会議資料の確認 

出席の運営委員から募られた。司会は三島さん、記録は村中さん・東さん。 

2. 出席確認・自己紹介 

運営委員の改選があったので、出席者の自己紹介があった。 

こむ１会の新会員になった「宝塚市第３地区民生児童委員協議会」のグループ紹介があった。 

3. こむ１会の説明(財団プラザコム・ボラセン・こむ１会とは) 

財団プラザコムは、「まちや社会は市民がつくる」の理念をもとに福祉コミュニティプラザをつくった。

ボランティアの活動の場「ぷらざこむ１」も、まちやコミュニティのように利用者によって運営するこ

とを願っているとの財団から説明があった。 

ボランティア活動センターは、ボランティアを必要としている方と活動者をつないだり、ボランティア

活動グループの支援を行っている。運営委員会にオブザーバー参加とのボラセンから説明があった。 

こむ１会は、財団とはパートナーで「ぷらざこむ１のコミュニティづくりに参画し、ボランティア活動

を通じて、誰もが住みやすい街や社会づくりに寄与すること」を目的に、ぷらざこむ１利用者運営委員

会から発展してやってきた、ぷらざこむ１をみんなで考えてみんなで運営していく、との説明があった。 

4. 臨時総会(書面決議)の開催報告 

書面決議は、グループ 44、個人 6（全体の 3分の 2以上）の議決書提出により成立。議案１〜３につい

て、賛成多数で承認された。 

議案１の「役員の選任は運営委員会ですみやかに決定する」で承認されています。 

5. 議題 

① 役員の選出(代表・副代表・総務・会計・会計監査) 

臨時総会において「役員の選任は、運営委員会ですみやかに決定する」に基づいて、選出者が募られ

たが、なかなか立候補がなく検討時間を設けた。 

議題②③④を先行して協議した後、議題②の運営委員会の進め方を改善して、運営委員一同が協力し

あうことで負担を分担する意見提案（班を中心とした運営、班長が役員を兼ねる）があった。 

選出が決定された役員は、代表：東さん、副代表：三島さん・榎本さん、総務：原さん・村中さん、

会計監査：松崎さん・横山さん。会計は決まらず、次回に持ち越し検討となった。 



② 運営委員会の進め方(開催日程・連絡会議・役割分担など) 

委員数人で班をつくり、「司会や会議録などの会議運営の担当」を輪番交代制でする提案があり、５班

の各５名の委員の割り振り、班長・副班長が決まった。 

A班> 班長:東さん・副班長:篠原さん・大西さん・植木さん・門内さん 

B班> 班長:榎本さん・副班長:中下さん・下田さん・眞下さん・田中さん 

C班> 班長:三島さん・副班長:出口さん・高原さん・中小路さん・角田さん 

D班> 班長:原さん・副班長:油井さん・岡田さん・佐々木さん・平井さん 

E班> 班長:村中さん・副班長:加藤さん・山本さん・松崎さん・横山さん 

開催日は、２月については今月同様１０日に行い、それ以降については次回に議論する。 

連絡会議は、２月については、内容は「財団コム・ボラセン・報告や提案がある方と、各班長とで、

会議の時間配分を調整し合う」ので、意見や提案はこむ１会メールアドレスへ、日程未定のため、後

日に委員連絡する。 

③ こむ 1 会事業計画について 

これまで行ってきた事業の内容についての資料説明があった。今回は会議時間がないので次回以降に、

議論してはとの提案があった。 

④ コロナ対応について 

ぷらざこむ１を臨時休館するかの判断は、地域の状況や公民館の対応などに合わせて、財団が決定をし

ますが、ただし「ボランティア活動を中止することで、生命と生活の支障がある場合」は利用相談にの

りますと財団からの説明。運営委員会は、以前に気象警報発令時下は会議中止を検討したことがあった

との説明。メール、チャットや電話等を用いた会議のやり方を検討してはとの提案があった。 

6. 報告・連絡 

① 財団 から 

報告は別紙のとおり（早期予約の説明、館内電灯 LED化の実施予定）。 

2021年の休館日の提案があった。受付ボランティアの高齢化があり出勤が難しくなっているので、利

用の少ない日曜の休館を増やしたいと説明があり、４月以降の日曜の開館は毎月１回（第２週目、８

月は２２日:第４週目）に決まった。 

② ボラセン から 

活動活性化助成金説明会を、２月２７日に開催予定ですが、コロナ禍の状態で変更も予想されます。 

7. 次回の運営委員会についての確認(日程など) 

２月１０日(水曜)・13時 30分〜15時 30分・２１AB会議室・会議進行(A班) 


